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今
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の
言
葉 
～
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
よ
り
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恵
・
慈
悲
の
は
た
ら
き 

そ
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の
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の
で
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豊
耳
会
仏
教
講
座 

 

１
日
（火
） 

13
時
30
分 

 

「
讃
仏
偈
」 

講
師 

赤
井

あ

か

い 

智 ち

顕
け

ん 
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（京
都
女
子
大
学
、
相
愛
大
学
講
師
・兵
庫
県
西
宮
市
善
教
寺
副
住
職
・
本
願
寺
派
布
教
使
） 

 
 
 

「阿
弥
陀
さ
ま
の
教
え
を 
い
ま
を
生
き
る
人
た
ち
へ
」 

 

報
恩
講
法
要  

   

14
日
（月
）～
１６
日
（
水
） 

講
師 

義
本

よ

し

も

と 

弘
こ

う

導
ど

う 

師 

（大
阪
府
枚
方
市 

浄
行
寺
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

14
日
逮
夜
（
１３
時
３０
分
） 

「奉
讃
大
師
作
法
」 

初
夜
（
19
時
） 

「往
生
礼
讃 

(

日
没
偈) 

」    
（お
つ
と
め
後 

『御
伝
鈔(

上
巻)

』拝
読
） 

15
日
晨
朝
（
６
時
30
分) 

「正
信
偈
」(

行
譜) 

日
中
（
10
時
） 

「正
信
念
仏
偈
作
法
」 (

第
二
種) 

    

逮
夜
（
１３
時
３０
分
） 

「宗
祖
讃
仰
作
法
」 

（音
楽
法
要
）   

（お
つ
と
め
後 

『御
俗
姓
』拝
読
） 

初
夜
（
19
時
）  

 
 

「往
生
礼
讃 

(

初
夜
偈) 

」   

（お
つ
と
め
後 

『御
伝
鈔
（下
巻
）
』拝
読
） 

16
日
晨
朝
（
６
時
３０
分
）  

「正
信
偈
」(

行
譜) 

日
中(

10
時) 

 
   

「報
恩
講
作
法
」   

 

除
夜
会  

 
 
 
 

 
 

31
日
（木
） 

23
時
30
分 

 

「讃
仏
偈
」 

※
23
時
45
分
か
ら
鐘
楼
に
て
鐘
を
つ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

  

日
曜
真
宗
講
座 

９
時
～
１０
時 

6
日  

講
師 

高
山

た
か
や
ま 

泰 や
す

秀 ひ
で 

師 
(

佐
伯
区
湯
来
町 

一
松
寺) 

「
期
待
せ
ず
」 

27
日  

講
師 

武
田

た

け

だ 

昭
し
ょ
う

英 え

い 

師 

（安
芸
郡
府
中
町 

龍
仙
寺)   

「
『
ALS
患
者
殺
害
事
件
』
に
学
ぶ
」 

※
お
晨
朝
は
、
毎
朝
6
時
３０
分
か
ら
つ
と
ま
り
ま
す
。
ど
な
た
さ
ま
も
ど
う
ぞ
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

※
本
堂
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
拝
の
際
に
は
マ
ス
ク
着
用
等
、 

各
自
感
染
予
防
に
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
・
延
期
ま
た
は
縮 

小
開
催
と
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
ま
た
は
本
願
寺 

広
島
別
院
・
安
芸
教
区
教
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 
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※
感
染
症
対
策
と
し
て
、 

12
月
15
日
の
お
斎
の 

接
待
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 


